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【目標達成計画】
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注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

職員会議や日々の支援の
中で理念を意味を捉え職
員がそれぞれ考えたこと
を発言し他職員の考えと
比較してみる。

１２ヶ月

内服薬を再確認し、病状
把握に努める。薬の副作
用などを理解しておく。
平素から職員同士で体調
について話し合う。

職員会議等で職員同士で
意見を出し易い開かれた
事業所を構築していくた
め、管理者・職員が一体
となり取り組む。

１２ヶ月

１２ヶ月

目　標　達　成　計　画

目標達成に
要する期間

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容
現状における
問題点、課題

『理念の共有と実践につ
いて』を漠然としてニュ
アンスが先行してわかっ
たような気がしているの
ではないか。

理念を理解するためには
どうすべきかを職員同士
で話し合う機会が必要で
あり、理念が何故存在す
るのか理解する。
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作成日　 平成３０年 ４月２３日
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『暮らしの現状の把握』
について、健康状態は個
人差があり日常の変化
を、察知できるよう観察
力を高める必要がある。

『身体拘束をしないケア
の実践』について改めて
根本的なことを考えてみ
たい。

高齢者の健康状態を把握
することは日々の生活支
援の中で最も大切なこと
であり、見落とした場合
のリスクも理解する。

身体拘束が必要な時にど
う対処すべきか、きちん
と理解し職員同士で内容
を共有する。
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